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衆
議
院
議
員
阿
久
津
幸
彦
君
提
出
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
五
月
二
十
二
日
の
参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
に
お
い
て
、
中
野
国
土
交
通
大
臣
が
「
現

在
、
独
禁
法
を
所
管
す
る
公
正
取
引
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
そ
の
背
景
、
手
法
等
を
含
め
て
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。
独
占
禁
止
法
違
反
が
確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
調
査
の
進
展
、
実

態
の
解
明
を
見
守
り
つ
つ
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
厳
正
に
対
処
を
す
る
と
と
も
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
更
な
る
徹
底
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

公
正
取
引
委
員
会
に
お
け
る
個
別
具
体
的
な
事
案
に
関
す
る
調
査
の
お
尋
ね
の
「
手
法
・
プ
ロ
セ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
調
査
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
公
表
時
期
」

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
疑
い
」
に
つ
い
て
は
、
公
正
取
引
委
員
会
に
お
い
て
調
査
中
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
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答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
「
管
理
計
画
認
定
制
度
」
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
（
建
物
の
区
分
所
有
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
団
体
を
い
う
。
）
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理

の
適
正
化
に
向
け
た
自
主
的
な
取
組
を
推
進
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
水
準
の
維
持
向
上
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
あ
り
、
ま
た
、
令
和
七
年
五
月
末
時
点
に
お
い
て
国
土
交
通
省
が
把
握
し
て
い
る
管
理
計
画
（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の

適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
計
画
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
の
認
定
件
数
は
、
二
千
三
百
七
十
九
件
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
は
「
認
定
を
得
る
た
め
に
」
積
立
金
額
の
引
上
げ
を
受
け
入
れ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。 

 
 

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る

管
理
計
画
の
認
定
の
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
令
和
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三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
八
十
六
号
）
別
紙
二
の
４
の
⑸
に
お
い
て
「
長
期
修
繕
計
画
の
計
画
期
間
全
体
で
の
修
繕

積
立
金
の
総
額
か
ら
算
定
さ
れ
た
修
繕
積
立
金
の
平
均
額
が
著
し
く
低
額
で
な
い
こ
と
」
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

当
該
認
定
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
自

治
事
務
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
判

断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
政
府
と
し
て
は
、
同
省
が
策
定
し
た
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
の
三
に
基

づ
く
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
計
画
認
定
に
関
す
る
事
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
令
和
三
年
十
一
月
国
土
交
通
省
策
定
、
令
和
六
年

九
月
改
定
。
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
当
該
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
、
「
計

画
期
間
全
体
で
の
修
繕
積
立
金
の
総
額
か
ら
算
定
さ
れ
た
修
繕
積
立
金
の
平
均
額
が
、
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
修
繕
積
立
金
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
示
す
金
額
の
目
安
を
設
定
す
る
際
に
参
考
と
し
た
事
例
の
三
分
の
二
が
包
含
さ
れ
る
幅
の
下
限
値

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
」
及
び
「
修
繕
積
立
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
設
定
す
る
水
準
を
下
回
る
場
合
は
、
専
門
家
か
ら
の

修
繕
積
立
金
の
平
均
額
が
著
し
く
低
額
で
な
い
特
段
の
理
由
が
あ
る
旨
の
理
由
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
当
該
判
断
が
な
さ
れ
て
い
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る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 


